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平成１８年５月号　（２）

　

奄
美
海
運
の
客
船
「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
」
の
初
入
港
を
祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー
が
四
月

二
日
、
湾
港
で
行
わ
れ
、
加
藤
啓
雄
町
長
は
じ
め
議
会
・
各
種
団
体
、
荷
役
業
関
係

者
、
役
場
関
係
者
が
出
席
。
奄
美
海
運
の
橋
本
社
長
、
倉
山
孝
男
船
長
に
花
束
が
贈

呈
さ
れ
た
。
三
菱
重
工
業
下
関
造
船
所
を
四
月
一
日
に
出
航
、
二
日
、
湾
港
に
初
め

て
入
港
し
た
「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
」
は
、
総
ト
ン
数
二
、
九
四
二
�
、
航
海
速
力
は

二
〇
ノ
ッ
ト
。
船
室
は
「
高
齢
化
・
福
祉
社
会
」
に
対
応
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
造

り
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
就
航
を
前
に
一
般
公
開
も
さ
れ
、
町
民
約
四
百
人
が
見
学
に
訪
れ
た
。

併
せ
て
、
十
七
年
間
町
民
の
生
活
航
路
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
旧
フ
ェ
リ
ー
あ
ま

み
の
最
終
航
海
に
伴
う
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
た
。

待望の新造船就航

客船「フェリーあまみ」
　

新
造
船
「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
」

は
四
月
一
日
、
下
関
造
船
所
を
出

港
し
一
路
喜
界
へ
。
二
日
七
時
三

十
分
、
波
立
つ
外
海
か
ら
悠
然
と

姿
を
現
し
た「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
」

は
、
倉
山
孝
男
船
長
の
慎
重
な
操

舵
で
す
べ
る
よ
う
に
湾
港
に
着
岸

し
た
。

　

当
日
は
、
試
運
転
を
兼
ね
た
お

披
露
目
に
、
町
民
、
関
係
者
が�
町

民
待
望
�の
新
造
船
を
出
迎
え
た
。

　

総
ト
ン
数
二
、
九
四
二
�
と
旧

船
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
大
き
さ
だ

が
、
ス
マ
ー
ト
さ
が
目
立
つ
。
航

海
速
力
も
二
〇
ノ
ッ
ト
を
維
持
、

経
済
速
力
航
海
も
で
き
、
横
揺
れ

を
防
ぐ
装
備
の
機
能
が
向
上
し

た
。
ま
た
、
床
の
段
差
を
な
く

し
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
障
害
者
用

の
ト
イ
レ
や
専
用
客
室
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
整
備
。
高
齢

化
・
福
祉
社
会
に
対
応
し
た
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
採
用
も
大
き
な
進

展
と
言
え
る
。

　

同
船
で
行
わ
れ
た
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
加
藤

啓
雄
町
長
が
「
町
民
待

望
の
新
造
船
。
町
民
の

夢
が
本
土
に
つ
な
が

り
、
産
業
・
教
育
、
文

化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

で
、
こ
れ
を
機
会
に
躍

進
し
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
。
最
後
は
、
奄
美
海

運
�
の
橋
本
社
長
が

「
奄
美
、
喜
界
の
住
民

の
た
め
、
船
を
寄
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

地
域
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と

が
理
念
で
あ

り
、
こ
の
理
念

を
堅
持
す
る
」

と
締
め
く
く
っ

た
。

　

午
前
十
時
か

ら
は
船
内
が
一

般
公
開
さ
れ
、

約
四
百
人
の

フ
ァ
ン
ら
が
見

学
に
訪
れ
た
。

中
に
は
、
操
舵
室
で
キ
ャ
プ
テ
ン

帽
を
か
ぶ
り
、
無
邪
気
に
振
る
舞

う
見
学
者
も
い
た
。

　

同
船
は
四
月
四
日
か
ら
鹿
児
島

－

喜
界－

名
瀬－

古
仁
屋－

平
戸

－

知
名
を
結
ぶ
生
活
航
路
と
し
て

定
期
就
航
し
て
い
る
。

一
般
公
開
に

　

四
百
人
の
フ
ァ
ン

安
全
性
重
視
と　
　
　
　
　

　
　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

一般公開に詰めかけた
見学者は新造船内を興
味深げに見回った



（３）　平成１８年５月号

旧
フ
ェ
リ
ー
は
遙
か
エ
ー
ゲ
海
へ

　

昭
和
六
十
三
年
七
月
就
航
の
旧

「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
」（
二
、
八
〇

〇
�
）
は
、
総
建
造
費
約
十
七
億

円
を
投
じ
、
横
揺
れ
防
止
装
置
や

離
着
岸
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た

め
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
ー
な
ど
近
代

的
な
装
備
を
備
え
、
当
時
、「
豪
華

フ
ェ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
町
民
の

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
。
そ
の

「
旧
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
」
が
四
月

三
日
、
引
退
し
た
。

　

十
八
年
間
、
町
民
の
生
活
航
路

と
し
て
、
外
海
離
島
の
ハ
ン
デ
ィ

を
補
い
、
生
活
物
資
の
安
定
供
給

に
、
東
シ
ナ
海
を
駆
け
巡
っ
た
旧

「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
」。
引
退
後

は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
船
舶
会
社
へ
売

却
さ
れ
、
エ
ー
ゲ
海
に
浮

か
ぶ
島
々
を
結
ぶ
フ
ェ

リ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
。

　

最
後
の
航
海
と
な
っ
た

四
月
二
日
、「
フ
ェ
リ
ー

あ
ま
み
」
が
名
瀬
港
か
ら

入
港
す
る
と
船
内
で
最
終

航
海
に
伴
う
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
た
。
加
藤
町
長

か
ら
奄
美
海
運
の
橋
本
幸

雄
社
長
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
喜
禎
運
送
店
の
喜
禎

光
弘
社
長
が
「
十
八
年
間
の
長
き

に
わ
た
っ
て
島
民
か
ら
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
た
本
船
が
無
事
そ
の
務

め
を
果
た
し
、
お
別
れ
す
る
こ
と

は
一
抹
の
寂
し
さ
が
あ
る
。
ま

た
、
新
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
と
ス

ム
ー
ズ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
と
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
感

謝
の
意
を
表
し
た
。

　

午
後
八
時
四
十
五
分
、
貨
物
コ

ン
テ
ナ
と
乗
客
十
五
人
を
乗
せ
た

旧
「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
」
は
、
静

か
に
湾
港
を
離
れ
た
。

歴代の「あまみ」

フェリーあまみ（新造船）
　就航＝平成元年４月１７日
　総トン数＝２，８００トン
　航路＝鹿児島－喜界－名瀬－古仁屋－平戸

野－知名間

あまみ丸
　就航＝昭和４９年４月３０日
　総トン数＝１，５０５トン
　航路＝喜界－古仁屋－平戸野間
　　　　後に知名にも就航

フェリーあまみ（新造船）
　就航＝平成１８年４月４日
　総トン数＝２，９４２トン
　航路＝鹿児島－喜界－名瀬－古仁屋－平戸

野－知名間

フェリーあまみ（旧エメラルド改造船）
　就航＝昭和６２年５月１２日
　総トン数＝３，１８６トン
　航路＝鹿児島－喜界－名瀬間
　　　　平成元年３月平土野にも寄港

静
か
に
湾
港
を
離
れ
る

旧
「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲



平成１８年５月号　（４）

４月から新体制でスタート

役場の課が統廃合・再編されました�
健康増進課　→　保健福祉課
営農技術課　→　産業振興課
》地域包括支援センター《

　３月２２日、喜界町定例会最終本会議で｢喜界町課設置条例の一部改正案｣が可決された。（先月号で議案掲載）

　町では、極めて深刻な財政状況の一方で、各世代のサービスの多様化、質的向上への対応が求められている。

そこで、毎年のように財源の見直しを実施し、なお一層の節減を図っている。

　また、「豊かなまちづくり」に向けて、事務事業の見直しや定員管理の適正化など、機能的な組織の統廃合・

再編を行い、今後の厳しい社会情勢に対応していくつもりでいる。

　今回の課の統廃合・再編では、｢産業振興課｣と｢営農技術課｣を、｢保健福祉課｣と｢健康増進課｣をそれぞれ統

廃合し、分掌事務も一部改正になった。

　町民の皆さんには、慣れ親しんだ名前の課名などが変わることで戸惑いもあるかと思いますが、

役場では、よりよいサービスを提供していけるよう努力して参ります。

産業振興課 営農支援センター

従来の業務

　農政、畜産、制度金融、農業共済、

　林業、商工業、

　土地改良、農業土木、観光

引き継ぐ業務

　糖業、園芸、畑地かんがい営農

 （旧営農技術課）

住民課

喜界町国民健康保険診療所

従来の業務

　戸籍、住民登録、その他住民に関すること、

　労政及び雇用保険、社会保障、消費生活

　相談、　窓口事務、衛生、環境、屠畜場、

　災害救助

引き継ぐ業務

　国民年金（旧保健福祉課）

独立採算制機関として再編（旧健康増進課）

医療事務、受付事務・診療報酬事務、薬品・受注・管

理、リハビリ、各種検査、看護、入院患者の介助、給

食運搬・配膳

統廃合
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従来の業務
　国民健康保険の給付、老人医療、介護保険、
　老人福祉、児童福祉、障害者福祉、乳幼児医療、
　ひとり親医療助成事業、社会福祉
引き継ぐ業務
　予防接種業務、老人保健事業、母子保健事業、
　栄養、健康指導（旧健康増進課）
新しく加わる業務
　地域包括支援センター

地域包括支援センターの概要
　地域包括支援センターは、高齢者が住みなれた地域で尊厳のあ
る生活を継続することができるように、また、高齢者の状態の変
化に応じて必要なサービスが切れ目なく提供されるように、すこ
やかセンターの中に新しく設置された。
　以下の事業を行い、高齢者の「自立支援」を目指す。
①高齢者の相談を総合的に受け止め、訪問して実態を調査し、必
要なサービスにつなげます。

②虐待の防止や、財産など高齢者の権利を守ります。
③高齢者に対し、必要なサービスが継続的に提供されるように多
様なサービスで支援します。

介護予防事業や、要支援１・２の新予防給付のケアマネジメントを
行う。

地域包括支援の業務
１ 新介護予防給付
　①保健師・主任ケアマネジャー等によるマネジメント（要支援１・要支援２）
２ 介護予防事業
　①介護予防検診の実施（現在の検診等６５歳以上）
　②介護予防事業の実施
３ 包括的支援事業
　①介護予防事業のマネジメント
　②被保険者の実態把握、総合的な相談・支援
　③被保険者に対する虐待防止・早期発見・権利擁護のため援助
　④居宅・施設サービス計画の検証、サービスの利用状況の協議等を通した包括的かつ
　　継続的な支援
４ 任意事業
　①介護者への支援事業
　②被保険者の地域における自立支援
　③介護予防拠点の事業の実施

平成１８年度健（検）診料および自己負担金表

自己負担金健（検）診料対象者

１，０００円４，２４０円４０歳以上基 本 健 診

無  料６５歳以上 　５９０

４０歳以上肺 が ん 検 診 無  料65歳以下 　９７０

１，０００喀痰検査 ２，８６０

１，０００４，４７０４０歳以上胃 が ん 検 診

　５００１，６００４０歳以上大腸がん検診

１，０００３，３５０４０歳以上腹部超音波検診

１，０００３，３３０20歳以上子宮がん検診

１，０００５０歳以上 ４，８８０
４０歳以上乳 が ん 検 診

１，０００４０歳代　 ７，０８０

保健センターすこやか

保健福祉課

統廃合

保健師だより
定期健診で健康づくり

　暖かな春風が吹き、花々も一斉に

美しく咲き誇っています。皆様お元

気ですか。

　さて、６月から各種の健（検）診が

始まります。今年度から表のように

健診費用の３割程度を負担していた

だくことになりました。何より大切

な自分の体です。健康づくりの第一

歩として、積極的にご活用下さい。



平成１８年５月号　（６）
　

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
本
町
の
最
も

重
要
な
基
幹
作
物
で
あ
り
、
生
産

量
の
増
減
が
製
糖
工
場
、
農
家
の

み
な
ら
ず
、
本
町
経
済
に
及
ぼ
す

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
増
産
に
向
け
て
関
係
機

関
一
体
と
な
っ
て
安
定
的
な
生
産

体
制
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
の
方
策
と
し
て
、
緑
肥
栽

培
、
有
機
物
投
入
、
深
耕
対
策
に

よ
る
土
づ
く
り
、
病
害
虫
防
除
、

優
良
種
苗
、
側
枝
苗
対
策
に
よ
る

生
産
性
・
品
質
の
向
上
を
図
り
、

営
農
集
団
の
育
成
、
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
管
理
作

業
機
械
の
計
画
的
利
用
に
よ
る
機

械
化
一
貫
体
系
の
確
立
、
小
型
除

草
剤
散
布
機
の
導
入
で
小
型
規
模

農
家
及
び
高
齢
農
家
の
労
力
軽
減

を
図
り
、
増
産
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
来
期
の
製
糖
期
か
ら
精

脱
葉
処
理
施
設
「
デ
ト
ラ
ッ

シ
ャ
ー
」
の
健
全
稼
働
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
夏
植
え
の
労
力
軽
減

お
よ
び
暑
さ
対
策
の
面
か
ら
も
、

十
月
以
降
植
え
付
け
で
も
収
量
が

確
保
で
き
、
補
植
苗
に
も
適
し
て

い
る
側
枝
苗
の
生
産
を
今
年
の
夏

植
え
か
ら
本
格
化
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
六
千
平

方
�
の
ハ
ウ
ス
お
よ
び
路
地
で
、

野
菜
、
花
卉
、
果
樹
の
苗
供
給
や

実
証
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
い
る
土
壌
分
析
機
を
活
用
し
た

土
壌
診
断
、
次
世
代
の
喜
界
島
農

業
を
担
う
若
い
農
業
研
修
生
の
受

け
入
れ
、
小
・
中
・
高
校
生
の
体

験
学
習
受
け
入
れ
な
ど
人
材
育
成

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
営
農
指
導

施
設
と
し
て
の
使
命
、
役
割
を
担

え
る
よ
う
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

重
点
品
目
の
ト
マ
ト
、
メ
ロ

ン
、
カ
ボ
チ
ャ
を
中
心
に
野
菜
栽

培
の
振
興
を
図
り
、
現
地
検
討
会

や
芽
ぞ
ろ
え
会
を
行
っ
て
園
芸
農

家
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

台
風
や
季
節
風
被
害
の
防
風
対

策
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
対
策
と

し
て
、
昨
年
同
様
、
か
ご
し
ま
園

芸
タ
ウ
ン
条
件
整
備
事
業
で
平
張

施
設
を
導
入
し
、
品
質
の
向
上
や

生
産
面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

タ
ン
カ
ン
、
マ
ン
ゴ
ー
を
中
心

に
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
在
来

ミ
カ
ン
の
機
能
成
分
分
析
お
よ
び

調
査
委
託
を
継
続
し
て
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
十
二
月
に
感
染
樹

が
見
つ
か
っ
た
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー

ニ
ン
グ
病
は
、
こ
れ
ま
で
に
大
朝

戸
集
落
に
十
一
本
確
認
さ
れ
て
お

り
、
蔓
延
防
止
の
啓
発
活
動
や
防

除
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ゴ
マ
栽
培
は
、
夏
植
え
の
前
作

と
し
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
機

械
化
も
進
み
、
栽
培
面
積
は
去
年

は
八
十
五
�
と
前
年
の
三
倍
近
く

に
達
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
一
の
白
ゴ
マ
産
地
と
し

て
、
品
質
向
上
を
図
り
な
が
ら
生

産
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
妊
虫
放
飼
に
よ
る
防
除
を
上

嘉
鉄
地
区
で
継
続
し
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
六
年
度
か
ら
の
地
道

な
活
動
と
地
域
住
民
の
協
力

に
よ
り
、
同
地
区
で
の
防
除

効
果
は
か
な
り
向
上
し
て
お

り
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
根
絶
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
防
除
地
区
を

喜
界
島
南
部
千
六
百
�
に
拡

大
し
て
密
度
抑
圧
防
除
を
実

平
成　

年
度　

施
政
方
針
項
目
別
主
要
施
策
抜
粋

１８

糖
業
振
興

園
芸
振
興

野
菜
振
興

花
卉
振
興

果
樹
振
興

ゴ
マ
振
興

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
根
絶
事
業

①



（７）　平成１８年５月号

施
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
は
、
同

地
区
に
お
い
て
不
妊
虫
放
飼
に
よ

る
防
除
を
開
始
す
る
予
定
で
、
全

島
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
が
本

格
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

郡
内
の
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ

根
絶
の
第
一
弾
と
し
て
本
町
で
実

施
さ
れ
て
い
る
本
事
業
に
、
本
町

も
可
能
な
限
り
協
力
と
支
援
を

を
、
壮
大
な
事
業
の
成
功
に
貢
献

し
た
い
と
強
く
念
じ
て
お
り
ま

す
。

　

米
国
産
牛
肉
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
よ
る
輸

入
停
止
以
来
、
全
国
的
な
素
牛
頭

数
の
絶
対
的
不
足
等
に
よ
り
、
高

値
安
定
で
取
引
が
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
昨
年
の
十
二
月
に
米
国

産
牛
肉
の
輸
入
が
再
開
さ
れ
、
価

格
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
十
八
年
一

月
の
本
町
で
の
セ
リ
市
に
お
い
て

は
、
前
回
の
十
一
月
の
セ
リ
市
よ

り
も
平
均
価
格
で
三
万
円
以
上
、

大
島
郡
内
の
市
場
で
も
二
番
目
の

高
値
で
取
引
き
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
月
末
に
は
米
国
産
牛
肉

の
二
回
目
の
輸
入
禁
止
が
さ
れ
、

先
行
き
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す

が
、
当
分
の
間
は
こ
の
状
態
で
推

移
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
動
向
と
し
て
、
購
買
者

は
今
ま
で
以
上
に
産
地
を
選
定
し

収
益
性
の
高
い
子
牛
市
場
で
購
買

し
よ
う
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

産
地
間
競
争
が
更
に
激
化
す
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
、

島
外
か
ら
の
優
良
素
牛
の
計
画
的

な
導
入
と
粗
飼
料
主
体
で
飼
養
し

た
無
駄
な
脂
の
な
い
牛
づ
く
り
を

再
確
認
し
、
発
育
・
血
統
な
ど
高

位
平
準
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
飼
養
農
家

の
後
継
者
問
題
お
よ
び
新
規
農
家

の
掘
り
起
こ
し
を
最
重
要
課
題
と

し
、
本
年
度
か
ら
畜
産
基
盤
再
編

総
合
整
備
事
業
を
導
入
い
た
し
ま

す
。
産
地
間
競
争
に
負
け
な
い
足

腰
の
強
い
肉
用
牛
農
家
の
基
盤
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
城
久
地

区
の
面
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
九
年
度
ス

タ
ー
ト
の
畑
地
か
ん
が
い
排
水
事

業
は
、
順
調
に
整
備
が
推
進
さ
れ

て
お
り
、
平
成
十
七
年
度
末
に
は

約
五
六
％
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
ム
チ
ャ
カ

ナ
地
区
を
含
め
た
四
地
区
で
百
九

十
七
�
を
整
備
し
、
水
を
利
用
し

た
畑
か
ん
営
農
体
系
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
地
下
ダ
ム

関
連
施
設
の
維
持
管
理

に
は
、
引
き
続
き
国
の

補
助
を
受
け
た
基
幹
水

利
施
設
管
理
事
業
を
継

続
し
、
維
持
管
理
に
係

る
経
費
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
対
策
に
お
い
て

地
球
規
模
で
の
温
暖
化

防
止
対
策
が
重
要
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
森
林
資
源
に
乏
し
い
本
町
で

は
あ
り
ま
す
が
、
森
林
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
百
之
台
の
水
資
源
涵
養
林
整

備
や
海
岸
防
災
林
の
拡
充
、
自
然

環
境
の
保
全
等
公
益
機
能
を
高
め

る
た
め
の
整
備
を
森
林
整
備
計
画

に
基
づ
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
昨
年
の
台
風
被
害
を
踏
ま

え
、
長
期
的
な
防
災
対
策
の
中
で

景
観
に
配
慮
し
た
在
来
樹
種
の
造

林
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
蝶
々
の
飛
び
交
う
森

づ
く
り
や
特
産
の
モ
ク
マ
オ
ウ
木

炭
生
産
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

畜
産
振
興

林
業
振
興

県
営
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業（
担
い
手
型
）



平成１８年５月号　（８）
　

生
和
糖
業
は
、
四
十
七
期
の
生

産
見
込
み
を
七
万
三
千
�
と
し
て

い
た
が
、
予
約
調
査
の
時
点
で
、

昨
年
九
月
の
台
風　

号
に
よ
る

１４

風
、
高
潮
被
害
の
た
め
、
三
千
�

減
の
七
万
�
に
修
正
。
生
産
量
か

ら
す
れ
ば
年
明
け
操
業
と
な
る
わ

け
だ
が
、
ブ
リ
ッ
ク
ス
が
平
年
よ

り
高
い
こ
と
と
、
農
家
の
強
い
要

望
に
よ
り
年
内
操
業
に
至
っ
た
。

　

圧
搾
開
始
当
初
は
、

悪
天
候
と
塩
害
に
よ
り

糖
度
が
思
っ
た
よ
う
に

は
上
が
ら
ず
、
ま
た
、

月
毎
の
残
量
調
査
に
あ

た
っ
て
は
、
七
・
八
月

の
降
雨
量
が
過
去
四
十

年
間
の
平
均
値
を
下
回

り
、
旱
魃
（
か
ん
ば
つ
）

の
影
響
な
ど
で
、
生
産

量
の
下
方
修
正
も
実
施

し
て
い
た
。

　

今
期
の
キ
ビ
生
産
実
績
は
、
収

穫
面
積
が
前
期
比
八
十
七
�
減
の

千
二
�
。
作
型
別
の
比
率
で
は
、

夏
植
（
六
八
・
九
％
）、
春
植

（
四
・
九
％
）、
株
出
（
二
六
・

二
％
）
と
前
期
と
比
べ
て
も
変
動

は
な
い
。

　

し
か
し
、
買
入
糖
度
前
期
（
十

二
・
一
〇
度
）
か
ら
二
度
上
昇
し
、

農
家
手
取
り
価
格
千
六
百
八
十
七

円
の
増（
ト
ン
あ
た
り
）。
製
品
出

来
高
（
バ
ラ
糖
・
Ｋ
Ｓ
Ｒ
）、
工

場
歩
留
、
商
品
歩
留
は
、
昨
期
実

績
よ
り
上
回
っ
て
い
る
。

　

大
橋
社
長
は
、
現
段
階
で
「
経

常
損
益
が
赤
字
を
抱
え
た
昨
年
よ

り
、
今
期
は
、
何
と
か
赤
字
を
免

れ
る
」
と
語
る
。

　

生
和
糖
業
は
、
生
産
量
が
減
っ

た
主
な
要
因
と
し
て
、
台
風
災
害

と
苗
の
適
期
植
え
付
け
、
適
期
管

理
作
業
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
伸
長
開
始
時

期
、
生
育
旺
盛
期
に
い
ず
れ
も
、

一
昨
年
か
ら
台
風
が
襲
来
し
続

け
、
葉
部
の
裂
傷
、
蔗
茎
の
折
損
、

倒
伏
が
相
次
い
だ
た
め
、
被
害
が

拡
大
し
た
。
ま
た
、
島
の
東
部
に

位
置
す
る
嘉
鈍
〜
佐
手
久
地
区
で

は
、
高
潮
に
よ
る
被
害
で
約
七
百

�
に
お
よ
ぶ
収
穫
面
積
が
失
わ
れ

た
。

　

西
工
場
長
は
、
自
然
災
害
、
気

象
条
件
等
に
対
応
で
き
る
新
品
種

に
触
れ
、「
今
後
導
入
が
見
込
ま

れ
る
Ｋ
Ｙ
九
六－

一
八
九
や
Ｋ
Ｙ

九
六
Ｔ－

五
三
七
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
を
活
か
し
、
立
地
的
条
件

に
合
わ
せ
て
品
種
の
バ
ラ
ン
ス
を

図
り
た
い
」
と
語
り
、
四
年
も
続

く
不
作
年
に
関
し
て
「
来
期
十
八

年
度
か
ら
活
動
す
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
農
家
、

町
、
農
協
と
と
も
に
増
産
に
向
け

て
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
島
村
次
長
は
「
苗
の
適

期
植
え
付
け
と
適
期
管
理
作
業
の

励
行
を
お
願
い
す
る
」
と
、
農
家

へ
の
思
い
も
語
っ
た
。

　

昨
年
の
十
二
月
二
十
一
日
に
操
業
開
始
し
た
生
和
糖
業
へ
の

四
十
七
期
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
搬
入
が
四
月
五
日
、
終
了
し
た
。
圧

搾
終
了
日
と
し
て
は
、
創
業
以
来
最
も
早
い
。
原
料
生
産
量
も

過
去
最
低
だ
っ
た
前
期
を
下
回
る
六
万
三
千
百
二
�
。

　

一
昨
年
か
ら
の
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
で
潮
風
、
高
潮
な
ど
の

影
響
を
受
け
、
残
念
な
が
ら
ワ
ー
ス
ト
記
録
を
更
新
し
た
。

前
期
を
下
回
る
ワ
ー
ス
ト
記
録

～生和糖業サトウキビ搬入終了～

原
料
生
産
量
６
万
３
１
０
２
�

平成１７／１８年期　サトウキビ実績　（集落別）
甘蔗
糖度

収量単収面積集落名
甘蔗
糖度

収量単収面積集落名

（%）（�）（�/１０ａ）（ａ）（%）（�）（�/１０ａ）（ａ）

１３．５７９２６，３６３５，６５５１，６３８．０中 熊１４．２１２，４７１，３９７６，９６８３，５４６．８赤 連

１４．２９３６５，０４１７，４３９４９０．７大 朝 戸１４．２９２，１００，５０８６，５５１３，２０６．３湾

１５．０２１６１，４４５７，５１０２１５．０西 目１４．３７１，８３２，９１２７，０５６２，５９７．８中 里

１３．９３２，５７１，５９２５，１６６４，９７７．７坂 嶺１４．０９２，８５９，６２６５，７８７４，９４１．２荒 木

１４．０４１，５８９，２４２７，３０６２，１７５．４伊 砂１４．１４５４１，２９２６，９０８７８３．６手久津久

１３．６６２，０１４，７１７５，０３３４，００３．０伊 実 久１４．４８２，４２６，０６９７，２１０３，３６５．０上 西

１４．００６，１１１，９０１６，４７４９，４４１．２前 金 久１４．２３１，９６９，５６３６，７１２２，９３４．３上 中

１３．８５３，７７７，５５５６，０４３６，２５０．７神 宮１４．２６２，２２０，５４２６，３７２３，４８５．０上 東

１３．９２３，６５１，９１４６，３６５５，７３７．６志 東１４．３９６９６，３０２６，６１８１，０５２．１先 山

１４．１１３，７５２，８５０６，５７３５，７０９．５志 南１４．４５５０５，７９２７，３４７６８８．４浦 原

１３．９３２，２５６，１０６５，９３３３，８０２．７佐 手 久１４．３６２，７２７，９６６６，０７５４，４９０．２川 嶺

１４．１６１，７８０，５７１６，５６０２，７１４．２塩 道１４．４３１，４０９，９９１７，００４２，０１３．３羽 里

１４．２３９８７，１３１６，０４４１，６３３．１早 町１４．４０３９７，４１９６，３８１６２２．８山 田

１４．０８１，２８１，９６３５，４７２２，３４３．０白 水１４．２７２，１０４，８２２７，０８７２，９７０．０城 久

１４．５１１，７７９，０１０５，７６５３，０８６．０嘉 鈍１４．２３２７８，１６３６，０６４４５８．７滝 川

１４．２７１，３６２，１０４６，７０４２，０３１．６阿 伝１４．１２１，２９６，２４３６，６３１１，９５５．０島 中

１４．９２１７４，４６６６，５８５２６５．０蒲 生１４．２２８１６，００９６，１８５１，３１９．４池 治

１４．０５１，１８６，２１４６，３１５１，８７８．３花 良 治１４．０５４３２，０５９４，９４２８７４．３中 間

１３．５０１２，４５４３，２６９３８．１自営農場１４．３６２７３，３９０５，９４４４６０．０先 内

台風１４号で高潮被害を受けた佐手久のサト
ウキビ畑



（９）　平成１８年５月号

気象グラフと生産実績
　サトウキビは喜界町の基幹作物。農業と気象条件は、密接な関係にある。今回、過去４年間のサトウ

キビ不作を考察するため、気象条件（降水量・日照）とサトウキビ生産実績に焦点を合わせてみた。少

ない資料だが、今後の農業経営に役立てていただければ幸いである。 

（　

頁
へ
続
く
）

１０

☆
十
五
／
十
六
年
期

☆
十
四
／
十
五
年
期
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降水量（１４年） 

降水量（平年） 

12月 11月 10月 9月 8月 7月 6月 5月 4月 3月 2月 1月 0

50

100

150

200

250

300

日照時間（１４年） 
日照時間（平年） 

降
水
量（
㎜
） 

日
照（
ｈ
） 

日照・降水量の推移（平成１４年） 

１４／１５年度　生産実績（生和糖業）

キビ作農家
構成比

キビ作
農家戸数（戸）

農家戸数（戸）期別

９８．０％７７４７９０４４

甘蔗生産実績

買入甘蔗
糖度

集荷量
（圧搾）トン

１０a当たり
収量キロ

収穫面積
ha

圧搾

終了月日開始月日

１４．６２４，１７０５，８８８１，０８９H１５．４．６H１４．１２．２０

工場製糖実績

分蜜糖（商品）第一汁
甘蔗糖分

２４HR圧搾量
トン 出来高歩留％純糖率糖度ＢＸ

８，５８２１３．３７８７．１２１６．２０１８．６０１３．４４７８２

株出春植夏植ハーベスタ
収穫比率

トラッシュ

％ha％ha％haハーベスタ全体

４０．６４４９９．４１０４５０．０５５３４８．８１３．７２７．８３

品種別収穫面積

その他F１７７NIF８NIF５NIF４

２８１２９９４５－４面　積（ha）

２．５１１．７８５．４－０．４構成比（％）

降水量（１５年） 

降水量（平年） 

日照時間（１５年） 
日照時間（平年） 

降
水
量（
㎜
） 

日
照（
ｈ
） 

日照・降水量の推移（平成１５年） 
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350

450

550

12月 11月 10月 9月 8月 7月 6月 5月 4月 3月 2月 1月 0

50

100

150
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300

１５／１６年度　生産実績（生和糖業）

キビ作農家
構成比

キビ作
農家戸数（戸）

農家戸数（戸）期別

９８．５％７８１７９３４５

甘蔗生産実績

買入甘蔗
糖度

集荷量
（圧搾）トン

１０a当たり
収量キロ

収穫面積
ha

圧搾

終了月日開始月日

１４．８２７２，２３３６，５５４１，１０２H１６．４．２４H１６．１．７

工場製糖実績

分蜜糖（商品）第一汁
甘蔗糖分

２４HR圧搾量
トン 出来高歩留％純糖率糖度ＢＸ

１０，０１６１３．８７８６．７４１６．４９１９．００１３．６１７６４

株出春植夏植ハーベスタ
収穫比率

トラッシュ

％ha％ha％haハーベスタ全体

３８．６４３５９．０１０２５２．４５９１５３．９１３．６９８．４４

品種別収穫面積

その他F１７７NIF８NIF５NIF４

－１３６９８８－４面　積（ha）

－１２．１８７．６－０．４構成比（％）



平成１８年５月号　（１０）

☆
十
七
／
十
八
年
期

☆
十
六
／
十
七
年
期

降水量（１６年） 

降水量（平年） 

日照時間（１６年） 
日照時間（平年） 

降
水
量（
㎜
） 

日
照（
ｈ
） 

日照・降水量の推移（平成１６年） 
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12月 11月 10月 9月 8月 7月 6月 5月 4月 3月 2月 1月 0

50

100

150

200
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300

１６／１７年度　生産実績（生和糖業）

キビ作農家
構成比

キビ作
農家戸数（戸）

農家戸数（戸）期別

９７．６％７７１７９０４６

甘蔗生産実績

買入甘蔗
糖度

集荷量
（圧搾）トン

１０a当たり
収量キロ

収穫面積
ha

圧搾

終了月日開始月日

１２．１０６３，４９２５，８３０１，０８９H１７．４．１８H１７．１．７

工場製糖実績

分蜜糖（商品）第一汁
甘蔗糖分

２４HR圧搾量
トン 出来高歩留％純糖率糖度ＢＸ

７，４６０１１．７５８３．８７１３．４７１６．０６１１．０６７１６

株出春植夏植ハーベスタ
収穫比率

トラッシュ

％ha％ha％haハーベスタ全体

３９．２４２７７．８８３５３．０５７８５９．６１４．９３１０．０９

品種別収穫面積

その他F１７７NIF８Ni17NIF４

６７．７１４１．５８５３．９２２．５３．４面　積（ha）

６．２１３．０７８．４２．１０．３構成比（％）

降水量（１７年） 

降水量（平年） 

日照時間（１７年） 
日照時間（平年） 

降
水
量（
㎜
） 

日
照（
ｈ
） 

日照・降水量の推移（平成１７年） 
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12月 11月 10月 9月 8月 7月 6月 5月 4月 3月 2月 1月 0
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１７／１８年度　生産実績（生和糖業）

キビ作農家
構成比

キビ作
農家戸数（戸）

農家戸数（戸）期別

９７．７％７７２７９０４７

甘蔗生産実績

買入甘蔗
糖度

集荷量
（圧搾）トン

１０a当たり
収量キロ

収穫面積
ha

圧搾

終了月日開始月日

１４．１０６３，１０２６，２９８１，００２H１８．４．５H１７．１２．２１

工場製糖実績

分蜜糖（商品）第一汁
甘蔗糖分

２４HR圧搾量
トン 出来高歩留％純糖率糖度ＢＸ

８，５２６１３．５８６．４４１５．７５１８．２２１４．１７２４

株出春植夏植ハーベスタ
収穫比率

トラッシュ

％ha％ha％haハーベスタ全体

３５．３３５４６．１６１５８．６５８７６０１３．２８８．９８

品種別収穫面積

その他F１７７NIF８Ni17NIF４

７３１２０７６０４９－面　積（ha）

７．２１２．０７５．９４．９－構成比（％）



（１１）　平成１８年５月号

学
校
教
育
に
求
め
ら
れ

て
い
る
幼
・
小
・
中
連

携
が
と
れ
、
一
番
教
育

条
件
に
恵
ま
れ
た
町
で

あ
る
。
本
町
の
最
重
要

課
題
は
学
力
向
上
。
二

十
一
世
紀
の
豊
か
な
喜

界
島
を
支
え
る
人
材
、

自
分
の
才
能
や
資
質
能

力
を
活
か
し
て
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
し
て
、
ふ
る
さ

と
と
自
分
に
誇
り
を
も

つ
教
育
を
推
進
す
る
」

と
町
の
基
本
理
念
を
述

べ
る
と
と
も
に
、「
子

ど
も
た
ち
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
、
心
を
通
わ
せ
合
い
、
住

民
に
な
り
き
っ
て
思
い
残
す
こ
と

風
力
発
電
施
設
の
再
稼
働
ス
タ
ー
ト

ヤギ料理で歓迎
～転入教職員受入式～

島の名物料理に
「うん！これは
いける」

　

平
成
十
八
年
度
転
入
教
職
員
受

入
式
が
四
月
十
四
日
、
小
学
校
三

十
一
人
、
中
学
校
十
四
人
（
新
採

二
人
含
む
）
の
計
四
十
五
人
の
先

生
方
を
迎
え
、
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。　

　

式
に
先
立
つ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
森
岡
結
さ
ん
、
岡
美
里
さ
ん

（
喜
界
高
校
）
が
「
島
唄
」
三
曲

を
披
露
。
島
唄
独
特
の
声
、
三
味

線
の
奏
で
る
音
色
に
参
列
者
は
出

拍
子
で
応
え
て
い
た
。

　

式
は
、
新
規
採
用
の
前
村
健
太

先
生
（
第
二
中
学
校
）
の
宣
誓
文

朗
読
で
始
ま
り
、
そ
れ
に
応
え
て

晴
永
町
教
育
長
が
「
本
町
は 
今
、

な
く
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い

る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
加
藤
啓
雄
町
長
、
校

長
会
代
表
の
登
山
典
壽
校
長
（
上

小
）が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
る
と
、

転
入
教
職
員
を
代
表
し
て
古
田
龍

藏
校
長
（
湾
小
）
が
歓
迎
の
言
葉

を
受
け
、「
子
ど
も
た
ち
の
心
に

残
る
精
い
っ
ぱ
い
の
努
力
を
し
、

地
域
と
交
わ
り
な
が
ら
、
地
域
の

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
、
ふ

る
さ
と
と
自
分
に
誇
り
を
持
て
る

教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

　

式
後
は
早
速
、
玄
関
横
の
大

ホ
ー
ル
に
場
所
を
移
し
、
名
物

「
ヤ
ギ
料
理
」
で
歓
迎
。
教
育
委

員
会
の
職
員
が
前
日
か
ら
熱
烈
歓

迎
ム
ー
ド
で
作
り
上
げ
た
料
理
だ

け
あ
っ
て
、
県
本
土
か
ら
赴
任
し

た
教
職
員
ら
は
、
珍
味
に
舌
鼓
を

う
っ
て
い
た
。

先
生
（
前
湾
小
）
の
間
で
語
ら
れ

た
「
一
度
ち
び
っ
こ
達
の
前
で
上

演
で
き
た
ら
い
い
の
に
！
」
と
い

う
希
望
が
実
現
し
た
も
の
。
ち

び
っ
こ
達
の
く
い
い
る
よ
う
な
ま

な
ざ
し
の
前
で
、
少
し
照
れ
な
が

ら
も
堂
々
と
演
じ
る
四
人
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
、
お
話
の
お
も
し
ろ

さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
四

人
に
続
い
て
川
口
先
生
の
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
も
あ
り
、
ち

び
っ
こ
達
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
た
。

八
日
、
手
作
り
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
う
ん
ち
し
た
の
は
誰
よ
」
を
喜

界
町
図
書
館
の
お
話
会
で
上
演
し

た
。

　

こ
れ
は
以
前
、
図
書
館
と
川
口

　

ま
た
、
当
日
は
、
中
高
一
貫
教

育
に
伴
う
喜
界
高
校
の
転
入
教
職

員
九
人
も
招
待
を
受
け
た
。

　

湾
小
学
校
図
書
委
員
会
メ
ン

バ
ー
の
四
人
（
深
水
拓
哉
く
ん
、

酒
井
成
美
さ
ん
、
与
謝
野
真
実
さ

ん
、
黒
原
航
太
く
ん
）
は
三
月
十

　

湾
頭
原
の
中
央
に
立
つ
こ
の
風

力
発
電
施
設
は
、
電
力
費
用
の
軽

減
を
目
的
に
建
造
さ
れ
た
。
南
国

の
青
い
空
と
広
大
な
サ
ト
ウ
キ
ビ

畑
と
マ
ッ
チ
し
、
今
で
は

喜
界
島
の
観
光
名
所
に
も

な
っ
て
い
る
。
土
地
改
良

区
職
員
に
よ
る
と
「
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
風
車

は
、
被
災
し
た
原
因
で
も

あ
っ
た
停
電
時
の
制
御
対

策
が
考
慮
さ
れ
、
新
た
に

非
常
用
発
電
設
備
を
増
設

す
る
こ
と
で
強
風
に
も
耐

え
う
る
風
力
発
電
と
な
っ
た
」
と

の
こ
と
。

　

ま
た
、
被
災
し
て
か
ら
六
カ
月

に
わ
た
り
全
面
復
旧
を
切
望
し
て

メ
ー
カ
ー
側
と
協
議
し
て
く
れ
た

町
当
局
や
関
係
機
関
に
感
謝
を
述

べ
る
と
と
も
に
「
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
自
然
の
力
を
利
用
し
た
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｃ
Ｏ
２
を

排
出
し
な
い
環
境
に
優
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

い
、
風
力
発
電
施
設
や
地
下
ダ
ム

を
見
学
、
学
習
し
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。

　

昨
年
の
台
風　

号
で
三
枚
の
羽

１４

根
が
飛
散
し
、
回
ら
ぬ
風
車
と

な
っ
た
風
力
発
電
施
設
が
、
四
月

一
日
か
ら
再
稼
働
し
て
い
る
。

４
人
の
児
童
が　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

＝
湾
小
図
書
委
員
会
メ
ン
バ
ー
＝



平成１８年５月号　（１２）

　１年生になった良平、おめでとう。

　小学校では今まで知らなかったいろいろな事をたくさ

ん学んで、今は出来ないことがあるとすぐ泣く良平だけ

ど、だれとでも仲良くなり、病気をしないで友だちをたく

さんつくって男の子らしくワンパクに育ってください。

（増田　好明）

大
山　

健
人
く
ん

〈
荒
木
〉

　３人姉兄の末っ子。毎日がパワー全開。みんなが

認める元気者。さすが二男坊。この元気な姿に幸せ

を感じています。友だちとかかわりながら（時には、

ケンカもするでしょう）、このパワーで何事にも積

極的にトライしてほしいと願っています。

　フレーフレー健人　　　　　　　　（大山　　覚）

が
ん
ば
れ
�
新
一
年
生

　

学
び
舎
に
清
新
な
風
が
吹
き
込
む
こ
の
季
節－

　

今
年
度
、
町
立
の
小
・
中
学
校
で
は
四
月
六

日
、
入
学
式
が
一
斉
に
行
わ
れ
、
百
九
十
五
人

の
新
一
年
生
を
迎
え
た
。

 　

真
新
し
い
制
服
、
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ

ル
で
学
校
に
通
う
姿
は
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
す

ぐ
わ
か
る
小
学
一
年
生
。

　

義
務
教
育
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
わ
が
子

に
「
期
待
と
不
安
」
を
抱
く
保
護
者
は
、「
学
校
、

家
庭
、
地
域
」
で
安
全
で
有
意
義
に
過
ご
し
て

ほ
し
い
と
強
く
願
う
ば
か
り
。
そ
こ
で
今
回
、

小
学
一
年
生
の
保
護
者
十
人
に
子
ど
も
に
送
る

エ
ー
ル
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
。

　自分の体より大きなランドセルを背負いながら、｢僕、

もう１年生だから大丈夫だよ｣と親の心配も気にせず登

校する毎日。とても成長ぶりを感じます。これからの小学

校生活、健康に注意しながら、楽しく過ごしてくださ

い。家族みんなで応援しているよ。

　｢頑張れー　竜輝｣！　　　　　　（俊山　嘉治）

俊
山　

竜
輝
く
ん

〈
赤
連
〉

増
田　

良
平
く
ん

〈
小
野
津
〉

　真新しいランドセルを背負い、｢行ってきます｣と

元気よく登校してくれるのが何よりの喜びです。２

人きりの１年生ですが、互いに切磋琢磨して楽しく

充実した学校生活を送ってほしいものです。

（上栫　久伸）

上
栫　

紗
世
さ
ん

〈
中
熊
〉

対象：小・中学校新１年生児童・生徒数

全児童
生徒数

担任の先生１年生学校名

２９６

山下　綾子３０い組

湾 小 学 校 永田　佳子３０ろ組

－６０計

５９麓　　順子３－上嘉鉄小学校

１２元　　紀子２－坂嶺小学校

４３立本　智子７－荒木小学校

１３平田　早苗１－滝川小学校

３８藤田　知子８－早町小学校

５６盛　　信子７－志戸桶小学校

１４柳　　真紀６－小野津小学校

１１平　　初恵１－阿伝小学校

５４２－９５小学校計

１９３

鷲見　博生３５１組

第一中学校 西島　常徳３４２組

－６９計

２０佐藤　貴紀５－第二中学校

６３小城　孝洋２６－早町中学校

２７６－１００中学校計

８１８－１９５小学校・中学校　計



（１３）　平成１８年５月号

　あんなに小さかった美樹が、もう、１年生です。小

学校へ通えるのをすごく楽しみにしていたよね。小

学校でも、皆と仲良く楽しく登校し、明るく、元気

で、ケガのないように、たくさんのお兄ちゃん、お姉

ちゃんと、勉強やスポーツを楽しんでください。

がんばれ　よしき ！　　　　　　　（朝日　潤一）

柳　
　

幸
穂
さ
ん〈

湾
〉

　ピカピカの大きなランドセルを小さな背中で一生

懸命背負い、玄関先で｢行って来まーす｣という幸穂

のかけ声が、わが家の一日の始まりと家族が幸せを

感じる瞬間です。

　小学校では、よく学び、よく遊び、そしてたくさ

んの友だちと毎日をエンジョイできることを楽しみ

にしています。　　　　　　　　　　（柳　　敏幸）

　いよいよ小学１年生。友達が何人できるかな。ど

んなことができるようになるのかな。いっぱい笑っ

て、いっぱい泣いて、相手の気持ちも考えてあげら

れる・・・そんな素敵な人になってほしいな。

　お父さんもお母さんも、菜々衣のことを、いつも

応援しているよ。　　　　　　　　　（鮫島　　渉）

鮫
島
菜
々
衣
さ
ん

〈
浦
原
〉

朝
日　

美
樹
く
ん

〈
荒
木
〉

　今年、期待を胸に膨らませ新１年生となりまし

た。３月生まれで、やっと６歳になったばかり。体

は小さい方、それでも他の子に負けじとやることは

一生懸命。これからの学校生活では、今までに体験

したことのないような事が待っていると思います

が、毎日、楽しく通ってほしいです。　（榮　美沙子）

萩
原　

直
人
く
ん

〈
塩
道
〉

　入学おめでとう。何はともあれ、健康で入学でき

たことをうれしく思います。幼稚園との一番の違い

は、勉強だと思います。ただ勉強するのではなく目

標をもち、それに向けて頑張れるようになってほし

いです。それと、集団生活において友人の存在は、

大切なものです。なんでも話せる「心友」をつくっ

てほしいです。　　　　　　　　　　（萩原　昭浩）

　早いもので、末っ子の菜々美も１年生になりました。

　親も子供も不安はたくさんありますが、先生のお

話をよく聞いて、お友達と仲よく元気に小学校生活

を送ってほしいと思います。大きいランドセルの中

にいっぱい楽しい思い出を詰めていってね。

（清水　　毅）

清
水
菜
々
美
さ
ん

〈
中
里
〉

榮　
　

洸
信
く
ん

〈
佐
手
久
〉



平成１８年５月号　（１４）

希少価値の高い「ギィファー」など
～ノロ関係資料５点～

　

三
月
に
県
文
化
財
保
護
審
議
会

の
答
申
を
受
け
た
鹿
児
島
県
教
育

委
員
は
四
月
二
十
一
日
、
町
有
形

民
俗
文
化
財
「
ノ
ロ
関
係
資
料
」

五
点
を
県
指
定
文
化
財
と
し
て
指

定
し
た
。
町
指
定
文
化
財
が
県
の

指
定
を
受
け
た
の
は
、
今
回
が
初

め
て
。

　

町
歴
史
民
俗
資
料
室
に
保
管
さ

れ
て
い
る
有
形
文
化
財
の
中
に

は
、
衣
服
（ 
銅
衣 
、 
大
袖
衣 
、 
下 

ど
ぎ
ん 

お
お
そ
で
ぎ
ん 

か

 
裳 
）、 
神
扇 
、
曲
玉
、
ガ
バ
ネ
（
ザ

か
ん 

か
み
お
う
ぎ

バ
ネ
、
風
羽
根
）、
カ
ミ
サ
ジ
、

ギ
ィ
フ
ァ
ー
、
ナ
ガ
ミ
ギ
ィ
ー

フ
ァ
ー
（ 
真

鍮

簪
 ）、
古
鏡
、
櫛

し
ん
ち
ゅ
う
か
ん
ざ
し

の
ノ
ロ
関
係
資
料
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
中
か
ら
、
他
の
公
的
機
関
に

な
い
重
要
な
ノ
ロ
遺
品
と
し
て
登

録
さ
れ
た
の
が
、
ギ
ィ
フ
ァ
ー
、

ナ
ガ
ミ
ギ
ィ
ー
フ
ァ
ー
（
真
鍮

簪
）、
古
鏡
、
櫛
、
櫛
箱
の
五
点
。

　
「
ギ
ィ
フ
ァ
ー
」
は
、
大
朝
戸
の

新
山
林
氏
と
蒲
生
の
栗
島
イ
ク
氏

の
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
い
た
も

の
で
、
ノ
ロ
が
祭
礼
の
と
き
に
正

装
す
る
の
に
用
い
た
竹
製
の
二
本

一
組
。
今
で
は
琉
球
文
化
圏
で
も

喜
界
島
に
し
か
な
い
貴
重
な
遺
品

で
あ
る
。

指
定
文
化
財
と
は
？

   
人
間
が
学
習
に
よ
っ
て
社
会
か

ら
習
得
し
た
生
活
の
仕
方
で
、
衣

食
住
を
は
じ
め
技
術
、
学
問
、
芸

術
、
道
徳
、
宗
教
な
ど
物
心
両
面

歴史民俗資料室内部

　● 古　鏡　● 寸　　法：直径７．５�／厚み０．３５�

　　　　　小型の銅鏡

紋　　様：外縁は平緑をなし、外周は複波紋帯で、その内側に鋸

歯紋帯がある。内区はまず画紋帯があって、その内側に

櫛歯紋帯がある。鈕との間にも画紋帯があるが、紋様ま

ではよく分からない。

製作時代：中国の秦から前漢のきわめて古い鏡の様式を伝える

もので、全体の鮮明度が今ひとつという状況から見て、

踏み返し鏡と判断でき、時代はくだっても唐代もしくは

宋代が想定されている。

　栗島家に何故伝わったのかは不明とされているが、羽衣伝説を

伴う旧家でノロの家柄であることから奄美群島のグスク成立や

ノロ制度成立の時代にかかわり、入手したものではないかと考え

られている。

栗島家（蒲生）が町に寄贈

　● 櫛・櫛箱　● 

栗島家（蒲生）が町に寄贈

櫛箱寸法：縦３２．９�／横８．９�／外の深さ３．８�／

　　　　　蓋の縦３２．８�／横８．８�

櫛 寸 法：櫛の長さ２８．３�／下部の親歯と親歯の長さ

２７．４�／櫛の中心（山）から歯先まで７．１�／

櫛の厚み１．０�／山の断面は三角形で尖ってい

る。

　前記の古鏡とともに、櫛が同じ箱に収納されていた。

櫛は木製で黒塗りされており、左右が少し欠けて、歯も

欠け傷んでいる。これは使い古された年代の古さも表

していて、江戸時代あるいはそれ以前からの先祖の遺

品として保存されてきたものである。

町有形民俗文化財が　　
　　初めて県指定文化財に

�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
�
�
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（１５）　平成１８年５月号

に
わ
た
る
生
活
形
成
の
様
式
と
内

容
を
文
化
と
言
う
。
そ
の
中
で
、

文
化
価
値
を
有
し
、
文
化
活
動
で

生
み
出
さ
れ
た
事
柄
を
、
文
化
財

保
護
法
で
取
り
上
げ
、
歴
史
上
・

芸
術
上
、
価
値
の
高
い
も
の
を
文

化
財
と
し
て
国
、
県
、
町
が
指
定

す
る
。

　

指
定
文
化
財
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

県
「
鹿
児
島
県
文
化
財
保
護
条

例
第
二
十
五
条
」

　

町
「
喜
界
町
文
化
財
保
護
条
例

施
行
規
則
第
三
条
」

　

歴
史
民
俗
資
料
室
は
、

指
定
文
化
財
、
民
具
な
ど

「
い
に
し
え
の
歴
史
と
文

化
」
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
。
ぜ
ひ
、
一

度
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
場

所
は
中
央
公
民
館
す
ぐ

隣
。

〈
連
絡
先
〉 

喜
界
町
赤
連　

－

２
番
地

１８

�
０
９
９
７
（
６
５
）
０

２
２
９ 

●
現
在
、
町
が
指
定
文
化

財
と
し
て
登
録
し
て
い
る
指
定
品

　

有
形
文
化
財
・
・
十
九
点

　

民
俗
文
化
財
・
・
十
点

　

天
然
文
化
財
・
・
八
点

　

古
文
文
化
財
・
・
一
点

　

碑
文
化
財
・
・
・
一
点

　

史
跡
文
化
財
・
・
五
点

歴
史
民
俗
資
料
室
の
ご
案
内

●
喜
界
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員

　

上
原
慶
三
郎
（
荒
木
）

　

外
内　
　

淳
（
中
里
）

　

高
坂　

嘉
孝
（
湾
）

　

開　
　

悦
夫
（
坂
嶺
）

　

北
島　

公
一
（
佐
手
久
）

歴史民俗資料室外観

　● ギィファー�　● 
　 （上からＡ１・Ａ２）

Ａ１

寸法：尖った先端から２股の端までの長さ３１．５�と

３１．８�／ビーズ玉をつけた３本紐の長さは房も

入れて、２１�、２２�、１７�／竹質部の幅は先端

に近いところで２．８�、厚み０．７５�／股部分の端

の幅４．５�

Ａ２

寸法：股部分を含めたの長さ３１．５�と３１．５�／

　　　房を含めた紐の長さ２１．１�、２１�、２２�

　　　竹質部の先端部の幅２．８�／厚みは０．６�／股部

分の端の幅４．４�

Ａ１とＡ２はセットで頭の左右に挿して使用されるだ

けに、ほぼ同じ寸法である。

寸法：Ｂ１とＢ２も新山氏のギィファーとほぼ同じ長

さであるが、竹質部の先端部に近い部分の幅が

Ａ１・Ａ２よりややせまく２．４�、２．５�の幅で

厚みは０．３�、０．４�

　　　ビーズ玉の紐と房が付いているのは、Ｂ１のみ。

紋様：竹質部には、両家とも紋様を施し、新山家のＡ

１・Ａ２は２本とも黒塗りで、丸と三角などの紋

様を 刳 り 貫 いてある。
く ぬ

　　　栗島家のＢ１・Ｂ２は、黒塗りが少し脱色し、

また、はげた部分もあるが、重ね二つ丸の刳り

貫きともうひとつ小さい刳り貫きが見られ、間

にも朱色の草芽紋様を描いてあり、股部分には、

波状線を朱で入れてある。

　● ギィファー�　● 
　 （上からＢ１・Ｂ２）

新山家が町に寄託

栗島家が町に寄贈
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平成１８年５月号　（１６）
 
〜
５
月　

〜　

日
は

２２

２８

  　
　
　

春
季
行
政
相
談
週
間
〜

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
役
所
の
仕
事
に
対
す
る
疑
問

や
要
望
、
相
談
ご
と
に
直
接
助
言

し
た
り
、
関
係
機
関
に
通
知
、
照

会
し
、
そ
の
結
果
を
回
答
す
る
な

ど
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
な
っ
て

い
ま
す
。　

　

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
が

委
嘱
し
て
、
皆
さ
ん
の
相
談
相
手

と
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
民
間
の

有
識
者
で
、
全
国
の
市
町
村
に
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
宅
や
電
話

で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま

す
。
行
政
相
談
週
間
だ
け
で
な

く
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

喜
界
町
の
行
政
相
談
委
員
は
次

の
方
で
す
。

喜
界
町
赤
連
／
園
田
直
樹
さ
ん

�
（　

）
０
０
６
９

６５

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で
は

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

加
入
人
数　

５
人
以
上

手
続
き　

加
入
依
頼
書
は
教
育
委

員
会
と
鹿
児
島
銀
行
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。
加
入
依
頼
書
に
必

要
事
項
を
記
入
後
、
掛
け
金
と
一

緒
に
鹿
児
島
銀
行
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
損
害　

被
保
険
者
が
日
本
国

内
で
の
団
体
の
活
動
中
お
よ
び
往

復
中
に
急
激
で
偶
然
な
外
来
の
事

故
に
よ
り
被
っ
た
障
害
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
０
９
９
７
（　

）
１
１
１
１

６５

　

自
動
車
税
に
は
、
環
境
へ
の
配

慮
か
ら
排
出
ガ
ス
性
能
や
年
式
に

応
じ
て
税
額
を
増
減
す
る
グ
リ
ー

ン
化
税
制
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

・
自
動
車
税
が
減
額
（
軽
課
）
さ

れ
る
自
動
車

　

平
成　

年
度
に
つ
い
て
は
、
平

１８

成　

年
４
月
か
ら　

年
３
月
末
ま

１７

１８

で
に
新
車
新
規
登
録
し
た
低
公
害

車
、
ま
た
は
低
排
出
ガ
ス
認
定
車

で
、
か
つ
、
燃
費
基
準
達
成
車－

お
お
む
ね　

％
〜　

％
減
額 

２５

５０

・
自
動
車
税
が
増
額
（
重
課
）
さ

れ
る
自
動
車

　

新
車
新
規
登
録
か
ら　

年
を
経

１１

過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
や　

年
を

１３

経
過
し
た
ガ
ソ
リ
ン
車
（
Ｌ
Ｐ
Ｇ

車
を
含
む
）－

お
お
む
ね　

％
増

１０

額 ▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
自
動
車
税
管
理
事
務
所

�
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

  
こ
の
制
度
は
、
船
内
に
お
い
て

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
取
り
扱

う
業
務
等
に
従
事
し
た
こ
と
で
健

康
被
害
を
受
け
た
船
員
退
職
者

（
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
等
に
よ

り
石
綿
被
曝
に
係
る
一
定
の
所
見

が
あ
る
と
専
門
の
医
師
に
診
断
さ

れ
た
方
）
に
対
し
て
健
康
手
帳
を

交
付
し
、
手
張
交
付
後
は
指
定
さ

れ
た
医
療
機
関
に
お
い
て
年
２
回

の
無
料
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
健
康
被
害
を
受
け
た

退
職
船
員
の
健
康
管
理
を
行
う
も

の
で
す
。

▽
相
談
・
申
請
受
付
窓
口

  
九
州
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部

船
員
労
働
環
境
課

�
０
９
３
（
３
３
２
）
８
０
９
３

　

鹿
児
島
交
響
楽
団
（
器
楽
・
和

楽
）
の
一
行
十
五
人
が
来
島
し
ま

す
。
同
楽
団
は
、
青
少
年
や
町
民

に
優
れ
た
舞
台
芸
術
鑑
賞
の
機
会

を
提
供
し
、
芸
術
に
対
す
る
興
味

関
心
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
芸

術
鑑
賞
能
力
の
向
上
と
豊
か
な
情

操
の
か
ん
養
を
目
的
に
県
内
市
町

村
で
公
演
し
て
い
ま
す
。

▽
期
日　

平
成　

年
６
月
１
日

１８

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

▽
場
所　
 
町
体
育
館

▽
入
場
無
料

　

〜
６
月
１
〜　

日
は

１０

　
　
　

電
波
利
用
保
護
旬
間
〜

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無

線
局
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受

信
に
障
害
を
与
え
た
り
、
携
帯
電

話
の
通
話
を
妨
害
す
る
だ
け
で
な

く
、
警
察
、
消
防
、
防
災
行
政
無

線
な
ど
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無

線
に
対
す
る
混
信
・
妨
害
が
発
生

す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
お

び
や
か
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
な
無
線
局
を
開
設
開
設
し

た
り
運
用
し
た
り
す
る
と
、
電
波

法
違
反
で
罰
せ
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
（
電
波

法
）
を
守
っ
て
ク
リ
ー
ン
な
電
波

環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

九
州
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部
電

波
利
用
環
境
課

�
０
９
６
（
３
６
８
）
８
６
３
４

お
知
ら
せ

悩
み
ご
と

　
　

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

ご
存
知
で
す
か
？

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制

退
職
船
員
に
係
る
健
康
管
理
手

帳
制
度
の
導
入

守
っ
て
！　

電
波
の
ル
ー
ル

鹿
児
島
交
響
楽
団
の
公
演
決
定

小型合併処理浄化槽の設置補助
　

　本町では公共下水道や農業集落排水施設とともに生活雑排水処理施設として、平成１４年度から合併処理浄

化槽設置整備事業を導入しています。平成１７年度に小型合併処理浄化槽（５人槽～１０人槽）設置補助を希望

される方は、水環境課まで申し込みをして下さい。

　なお、対象区域と対象外区域がありますので、水環境課で確認のうえ、お申し込み下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ・申し込み先／水環境課　電話６５－１１１１（内７７）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　
　
　
　

加
入
の
お
す
す
め



（１７）　平成１８年５月号

�
�
�
�
��
�
�
�
�

料
理
冊
子
の
ご
案
内

目
指
せ
！　
　
　
　

�
笑
顔
輝
く　
　
　

元
気
な
喜
界
っ
子
�

　

ま
た
、
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
長

寿
要
因
の
一
つ
と
し
て
示
さ
れ
た

奄
美
地
域
独
特
の
食
材
（
長
寿
食

材
）
を
使
っ
た
「
あ
ま
み
長
寿
食

材
活
用
レ
シ
ピ
集
」
が
県
保
健
福

祉
部
か
ら
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
普

　

こ
の
度
、
食
生
活
改
善
推
進
員

が
平
成　

年
度
の
活
動
と
し
て
取

１７

り
組
ん
だ
「
島
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
集
」が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

島
料
理
や
島
の
食
材
が
見
な
お
さ

れ
て
い
る
今
日
、
島
の
食
に
目
を

向
け
、
普
段
の
食
事
作
り
に
お
役

立
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

段
見
慣
れ
た
食
材
に
ア
イ
デ
ア
が

加
味
さ
れ
た
目
新
し
い
料
理
や
加

工
品
等
、　

の
メ
ニ
ュ
ー
が
掲
載

４９

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二

部
ず
つ
納
入
し
て
あ
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
ご
利
用

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
）

　

３
歳
児
健
診
（
平
成　

年
４

１８

月　

日
）
で
む
し
歯
が
な
か
っ

２６
た
お
友
達
で
す
。

平成１８年４月１日から

児童手当制度が拡充
◆拡充の内容
　支給対象年齢が、これまでの小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）までから、小学校６年生（１２歳
到達後最初の年度末）までに拡大され、併せて、所得制限が引き上げられます。  
◆認定請求の手続きが必要となります
　新たに、児童手当を受ける児童の保護者は、保健福祉課（公務員の方は勤務先）で、認定請求の手続き
が必要となります。
　なお、改正に伴う新規請求は、平成１８年９月３０日まで受け付けたものに限り、特例的に４月１日（また
は支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。  

　　● 平成１８年度に小学校４年生（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）の児童がいる保護者
　　これまで、当該児童に係る児童手当を受給していた保護者は、特段の手続きをする必要はありません。
　　上記に該当しない保護者の方で、次の受給資格がある場合は、認定請求の手続きが必要になります。 
　　● 平成１８年度に小学校５年生または６年生（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）の児
童がいる保護者

　　これまで、児童手当を受給していない保護者は認定請求、児童手当を受給していた保護者は額改定認
定請求の手続きが必要となります。 

　　● これまで、所得制限により児童手当を受給していない保護者
　　所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を受給できる場合がありますので、該当する保護者は、 
認定請求の手続きが必要となります。 
　これまで、当該児童に係る児童手当を受給していた保護者は、特段の手続きをする必要はありません。

問い合わせ／喜界町役場保健福祉課　�６５－１１１１（内線３７）

栄　美羽ちゃん 清　綾華ちゃん 浜岡　深奈己ちゃん

�瀬　大ちゃん 酒井　拓人ちゃん



平成１８年５月号　（１８）

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

○
概
要

　

今
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
町
体
育
施
設
（
体
育
館
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

弓
道
場
）
の
予
約
状
況
を
照
会
し

た
り
、
予
約
申
し
込
み
や
取
り
消

し
が
で
き
ま
す
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
る
利
用

者
に
は
、
申
し
込
み
の
受
け
付
け

や
確
定
等
の
状
況
を
メ
ー
ル
で
連

絡
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
案
内
は
喜
界
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載
さ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で　
　
　
　
　
　

　

町
体
育
施
設
の
予
約
が
で
き
ま
す

れ
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ

い
。

○
利
用
者
側
の
操
作
と
内
容

・
空
き
状
況
の
照
会

　

利
用
目
的
別
、
施
設
別
、
日
付

別
で
予
約
状
況
の
照
会
が
で
き
ま

す
。

・
予
約
申
込
・
キ
ャ
ン
セ
ル
及
び

本
人
予
約
状
況
照
会

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ユ
ー
ザ
ー

登
録
済
み
の
利
用
者
が
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
て
予
約
申

込
・
キ
ャ
ン
セ
ル
を
で
き
ま
す
。

利
用
者
本
人
の
予
約
状
況
の
照
会

が
可
能
。
予
約
申
込
・
キ
ャ
ン
セ

ル
す
る
と
き
は
担
当
職
員
に
即
時

連
絡
し
ま
す
。

○　

運
用
の
流
れ

登
録
手
続
き

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
依
頼

書
・
利
用
団
体
登
録
簿
の
提
出（
四

月
二
十
日
ま
で
）。

利
用
者
情
報
の
登
録

　

利
用
団
体
登
録
簿
を
も
と
に
氏

名
・
住
所
・
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
情
報

を
登
録
。

運
用
説
明
会

　

同
時
に
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

交
付
い
た
し
ま
す
。

運
用
開
始

　

六
月
を
め
ど
に
運
用
開
始
。

平成１８年度の県・地区行事
７月２３日（日）
　　● 第３３回地区スポーツ少年団競技別交歓
大会（バレーボール男子・卓球）

１０月２０日（金）
　　● 大島地区自治公民館経営研究会
１０月２１日（土）
　　● 大島地区図書館読書フェスタ
１０月２１日（土）
　　● 県教職委員互助組合「島唄フェスティ
バル」イン喜界

平成１８年度の主な生涯学習課関係行事（抜粋）

平成１８年１１月２６日（日）
平成１８年１２月３日（日）

大島地区生涯学習推進大会（宇検村）
喜界町生涯学習交流大会

生涯学習関係

平成１８年５月６日（土）
平成１９年２月１０日（土）
第１回６/３、第２回９/１０、第３回２/２４
平成１９年１月２６日（金）

第１回総合家庭教育学級
第２回総合家庭教育学級
第１～３回子育て支援講演・研修会
子育て教育講演会

家庭教育関係

平成１９年１月２１日（日）文化財防火訓練（阿伝小校区）文化財関係

平成１８年７月８～９日
平成１８年７月２３日（日）
平成１８年１０月８日（日）
平成１８年１１月１９日（日）

第６０回県民体育大会・第４７回大島地区大会
第３３回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会（奄美市以外）
第４４回町民体育祭
第４１回島内一周駅伝競走大会

社会体育関係

平成１８年５月２０日（土）
平成１８年１１月１２日（日）
平成１８年６月１０日（土）

町ＰＴＡ連絡協議会総会
町教委委嘱ＰＴＡ活動研究公開（第一中学校）
町子ども会育成連絡協議会総会

社会教育関係

７月３１日～８月４日
８月７日～８月２５日

親子サマースクール
小学生・中学生英会話教室

公民館関係



（１９）　平成１８年５月号
 
手
水 
鉢
に
淡
き 
春  
陽 
の
射
し
く
れ

ち
ょ
う
ず 

は
る 
び

ば 
慶  
良 
間
   

つ
つ
じ
の
緋
の
色
深
む

け 

ら 

ま

　
　
　
　
　
　
　
　

嶺
倉　

祝
子

次
々
と
蕾
ふ
く
ら
み
匂
い
立
つ
百

合
咲
き
満
ち
し
薄
曇
る
朝

　
　
　
　
　
　
　
　

有
村　

道
子

山
百
合
の
野
辺
に
咲
き
満
ち
な
か

ん
ず
く
季
節
を
知
る
は
人
の
み
に

あ
ら
ず　
　
　
　
　

竹
田
ヨ
シ
子

小
雨
降
る
庭
の
つ
つ
じ
の
色
ま
し

て
風
呼
ぶ
ご
と
く 
微 
か
揺
れ
い
る

か
す

　
　
　
　
　
　
　
　

平
尾　

チ
ヨ

早
起
き
し
大
気
を
吸
え
ば
新
た
な

る 
希
望 
も
湧
き
て
老
い
を
生
き
抜

の
ぞ
み

く　
　
　
　
　
　
　

屋
良
ミ
ノ
子

友
よ
り
も 
見 
ぶ
さ 
愛 
さ
と
島
唄
の

み 

か
な

百
合
の
花
盛
る
喜
界
島

　
　
　
　
　
　
　
　

美
代　

イ
シ

は
つ
夏
の
風
に
ほ
こ
ろ
ぶ
つ
つ
じ

が
丘
暮
れ
な
ず
む
日
の
箱
根
忘
れ

ず　
　
　
　
　
　
　

郡　
　

市
子

野
に
山
に
香
り
て
咲
き
し
島
百
合

は
開
発
の
波
に
流
さ
れ
て
消
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　

弥
島　

幸
子

磯
近
き
芝
原
沿
い
の 
遠  
近 
に
島
ゆ

お
ち 
こ
ち

り
白
く
丈
ひ
く
く
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

た
ま
さ
か
に
青
葉
の
オ
ゾ
ン
浴
び

な
が
ら
木
麻
黄
樹
の
林
を
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

蓮
香

　

氏　

名　
 
保
護
者 　

住　

所

清　
　
 
裕  
太 　

正
吾　
　
　

湾

ゆ
う 
た

中
薗　
 
慧  
晴 　

一
彦　
　

荒　

木

け
い 
せ
い

市
來
崎 
靖  
幸 　

秀
和　
　

赤　

連

や
す 
ゆ
き

孝
志
ひ
な
た　

繁
文　
　

早　

町

横
山　
 
柊  
斗 　

竜
也　
　
　

湾

と
う 
と

加
藤　
 
里  
桜 　

信
幸　
　

中　

里

り 

お

三
好　
　
 
廻 　

文
暁　
　

赤　

連

め
ぐ
る

　

永
井　

昌
徳　
　

赤
連

　

吉
川　

英
美　
　

湾

　

吉
川　

幸
治　
　

湾

　

後
藤
田
奈
　々
　

湾

　

基
井　

義
則　
　

湾

　

山
口　

佳
織　
　

赤
連

　

西
岡　

常
和　
　

上
嘉
鉄

　

藤
田　

和
枝　
　

上
嘉
鉄

　

山
倉　

一
展　
　

中
里

　

西　
　

愛
美　
　

佐
手
久

　

藤
田
孝
一
郎　
　

中
里

　

里
居　

美
穂　
　

中
里

佐
手
久　
　

坂　

サ
キ
子　
　

才
８３

　

湾　
　
　

稱　
　

ヨ
シ　
　

才
９２

中　

間　
　

吉
田　

政
臣　
　

才
８９

浦　

原　
　

�　

マ
ツ
ヱ　
　

才
９２

赤　

連　
　

富
山
林
次
郎　
　

才
９１

中　

里　
　

生
山　

新
市　
　

才
８２

小
野
津　
　

壯
山　

美
代　
　

才
７８

　

湾　
　
　

重
田
國
四
郎　
　

才
８５

■
香
典
返
し

羽　

里　
　

直　

喜
一
郎

中　

間　
　

�
田　

タ
ケ

赤　

連　
　

富
山　

恵
介

中　

里　
　

生
山　

良
子

浦　

原　
　

�　
　

則
照

4
月
届
出

（平成１８年４月３０日現在）

世帯数……３，７６９戸（＋ ７０）

人　口……８，５１４人（＋１２７）

　男　……４，００３人（＋ ５６）

　女　……４，５１１人（＋ ７１）

　　（　　）は前月比　　

 岩 　 崎 　 翔  吾 くん　（１１歳）
いわ さき しょう ご

　　　　 愛  海 ちゃん（９歳）
まな み

　　　　 未  来 ちゃん（６歳）
み く

　　　　 叶  夢 ちゃん（３歳１１カ月）
かな う

　　　　 歓  輝 ちゃん（１歳９カ月）
かん き

父＝浩治　母＝あゆみ〈上嘉鉄〉

　

リ
ー
ダ
ー
は
子
守
り
上
手
な
翔
吾
。
母
思
い
の
優
し

い
愛
海
。
一
番
気
の
強
い
未
来
。
し
し
い
だ
け
ど
気
の

利
く
叶
夢
。
そ
し
て
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
歓
輝
。
ケ
ン

カ
が
絶
え
な
い
け
ど
絆
は
強
い
。
こ
の
ま
ま
元
気
に
た

く
ま
し
く
育
て
。（
父
・
母
）

表
紙
写
真
を
募
り
ま
す

　

町
村
合
併　

周
年
（
昭
和　

年
９
月　

日
:
町
村
合
併
）
の
節
目
を

５０

３１

１０

迎
え
、
町
で
は
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
一
環
と
し
て
、
み
な
さ
ん
が
歩
ん
で
こ
ら
れ
た　

年
間
の
思
い
出

５０

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
毎
月
、
広
報
き
か
い
の
表
紙
や

喜
界
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/

）
を
飾
り

ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
喜
界
島
の
変
遷
」。
歴
史
を
回
想
で
き
る
喜
界
島

ら
し
い
写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
応
募
方
法
は
裏
面
に
記
載
）

社
協
だ
よ
り

（（（（（（



平成１８年５月号　（２０）

｢表紙写真｣ 応募方法
テ ー マ：喜界島の変遷

応募方法：住所、氏名、年齢、電話番号、撮影日時・場所・コメント（１５０字以内）

を記入し、写真（プリントしたものか画像データ）を郵送で〒891-6292

（住所不要）企画課か、電子メール でkoho@town.kikai.lg.jp送付。

掲載期間：平成１８年６月号から平成１９年３月号まで

    　　     （広報紙・喜界町ホームページ）

注意事項：自作の写真に限ります。応募写真の著作権などは企画課に帰属します。

応募写真は基本的には返却しませんが、希望があれば返却します。

　　　　　なお、全て採用というわけではございませんので、ご了承ください。

だ
ち
が
た
く
さ
ん
増
え
た
と
、
わ

ざ
わ
ざ
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
の

だ
。
人
と
人
の
出
会
い
に
は
不
思

議
な
も
の
を
感
じ
る
。
こ
れ
か
ら

も
一
期
一
会
を
大
切
に
し
た
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
富
）

　

四
月
二
日
、
新
造
船
「
フ
ェ

リ
ー
あ
ま
み
」
の
初
入
港
の
取
材

と
と
も
に
、
広
報
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

正
確
無
比
な
前
任
者（
富
先
輩
）

か
ら
引
き
継
い
だ
五
の
図
書
は
、

「
漢
字
率
は　

％
か
ら　

％
が
読

３０

３５

み
や
す
い
」「
文
書
は
５
ｗ
３
ｈ
」

な
ど
広
報
の
骨
格
が
記
述
さ
れ
た

内
容
。「
情
報
等
の
相
互
発
信
」が

目
的
と
さ
れ
て
い
る
広
報
づ
く
り

の
基
本
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
の

だ
が
、
今
は
目
を
通
す
時
間
が
な

い
。
焦
り
は
あ
る
が
、
と
に
か
く

書
い
て
書
い
て
記
事
に
す
る
こ
と

で
覚
え
て
い
く
ほ
か
な
い
。

　

広
報
一
年
生
。
重
責
を
感
じ
つ

つ
も
幾
つ
も
の
壁
に
つ
き
当
た

る
。
た
だ
、
広
報
マ
ン
と
し
て
取

材
を
と
お
し
、
町
民
の
皆
様
と
島

外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、「
広
報

き
か
い
」
が
町
と
皆
様
の
懸
け
橋

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
実
田
）

　

五
年
の
務
め
を
果
た
し
、
よ
う

や
く
広
報
係
を
出
所
�

�

す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
五
年
間
を
一
言
で
振
り

返
る
と「
楽
し
か
っ
た
」。
多
く
の

人
と
出
会
い
、
文
化
や
観
光
、
産

業
な
ど
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
視

野
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

先
日
、
耳
の
不
自
由
な
女
性
が

新
し
い
職
場
に
私
を
訪
ね
て
き

た
。
以
前
、
手
話
の
で
き
る
旅
館

を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
島
で
の
友

●編
 

●集
 

●後
 

●記
 

１９年産からさとうきびの制度が変わります
１　１９年産以降のさとうきび生産者の収入
　　１８年産までの収入は、国が決定した最低生産
者価格と農業経営基盤強化特別対策費で構成さ
れます。
　　１９年産以降は市場原理が導入され砂糖の販売
収入を生産者と糖業者で分配して、取引価格が
形成されます。また、経営安定対策として生産
コストと取引価格の差額に着目した政策支援が
なされます。

２　支援の水準
　　経営安定対策の支援の水準は、本年秋頃までに直近の生産費や販売額等に基づいて決定されます。
　　＜試算値＞ １９年産のさとうきびに対する支援額は、改めて決定されることから試算値と異なります。

３　品目別経営安定対策の対象要件
　　現在の価格政策から経営安定対策への転換が図られる中で、さとうきびについては生産の実態を踏まえ、
担い手に対象を限定した品目横断的対策とは別途の品目別対策がとられ、支援の対象者の要件は緩やかなも
のとされています。

算　定　要　素金　　　額区　　　　分

過去３年間平均の標準的な生産コスト２０，４７３円／トン生産者の収入

過去５年間のうち，最高，最低を除く３年間の平均価格３，９８３円／トン販売額（生産者分）

生産コスト－販売額（生産者分）１６，４９０円／トン支援の水準

備　　　　　　　　考支援の対象者
面積要件なし① 認定農業者、特定農業団体又は、同様の要件を満たす組織
個人：自ら収穫する面積が受託作業を含めて１ha以上
組織：組織で収穫する面積が受託作業を含めて４．５ha以上

② 一定の作業規模を有する者

組織で収穫する面積が、受託作業を含めて４．５ha以上の組織の構成員
③ 一定の作業規模を有する共同利用組織又は受託組織に参加
している者

基幹作業の種類
耕起・整地、株出管理、植付、収穫のいずれか一作業

④　①～③及び一定の作業規模を有するサ－ビス事業体に基
幹作業を委託している者
　上記の表の①～④のいずれかに該当し、かつ、（�）国の定める環境規範の遵守（�）地域の生産者等の組織における生産計画の作成
（増産プロジェクト基本方針に基づく増産計画で対応）が、要件となります。

１９年産以降の収入１８年産までの収入

１８年産の生産者価格
２０，４７０円／トン

対策費
３６０円

糖業者が
生産者に
支払
（国が決定）

最　　低
生 産 者
価　  格
20,110円

生産者収入
＝生産ｺｽﾄ

経営安定
対　　策
に よ る
政策支援

国からの
直接支払

生産者分
砂糖の
販売額 糖業者分
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�
�
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�
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